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ある⽇、うさぎが川のほとりを
歩いていました。

2



カバもそこで散歩をしながら、
すてきな緑の草を⻝べていまし
た。
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カバは、うさぎがそこにいると
は知らず、あやまってうさぎの
⾜を踏んでしまいました。うさ
ぎはカバを⾒つめてそして叫び
ました。「おいカバ、わたしの
⾜を踏んでいるのが分からない
のか？」
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うさぎは、カバの⽑が燃やされ
て、嬉しくなりました。そし
て、カバはこの⽇を機に⽕を恐
れて、⽔から離れたところには
⼆度と⾏かなくなりました。
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カバは、うさぎに謝りました。
「ごめんよ。⾒えなかったん
だ。どうか許してよ」けれども
うさぎは聞き⼊れず、カバに向
かって叫びました。「わざと
やっただろ！今に分かるさ。た
だじゃすまないぞ！」
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カバは泣き出し、⽔を求めて⾛
りました。カバの⽑は全部⽕に
よって燃やされてなくなりまし
た。カバは泣き続けました。
「わたしの⽑が⽕で燃えた！わ
たしの⽑はすっかりなくなっ
ちゃった。わたしの美しい⽑
が！」
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うさぎは⽕を探しに⾏き、こう
⾔いました。「⾏け！草を⻝べ
るために⽔から出てきた時、カ
バを燃やしてしまえ。やつは、
わたしの⾜を踏んだんだ！」⽕
は「お安い御⽤です。友達のう
さぎさん。お望み通りにやりま
すよ」と答えました。
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その後、カバが川から遠く離れ
た場所で、草を⻝べていると
「ビュン！」⽕がつき炎が上が
りました。炎はカバの⽑を燃や
し始めました。
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